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・ふれあいの輪を
　　　　　広げましょう。
・あいさつを
　　　　かわしましょう。
・明るい家庭生活を
　　　　　築きましょう。

3つの誓い3つの誓い

二中学区地域の
輪をつくる会

会長 兼山　隆

定期総会　　　　　　予算
会長あいさつ　　　　組織図
退任者へ感謝状贈呈

新会長紹介・実践部会活動
町内福祉村を視察・役員紹介
コミュニティセンター職員紹介

地域トピックス
「市政懇談会」の開催

環境への取り組み
自治会自慢
案内板・広報委員紹介

１
面

２
面

３
面

４
面

総会会場の様子

立岡前津田東自治会長謝辞

事業計画の重点項目
（１）地域部と実践部の連携による活動の推進
　・青少年の健全育成　　　　　　・福祉活動の推進　　
　・地域環境の改善、浄化、美化　・まちづくり「市民会議」の推進

（２）住民の相互信頼とふれあい運動の推進
　・地域、家族での「あいさつ」の奨励　・地域に根ざした学びあい活動
　・体育、文化行事への住民参加

組織図二中学区地域の輪をつくる会
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今
回
、二
中
学
区
地
域
の
輪
を
つ

く
る
会
を
退
任
さ
れ
た
功
労
者
へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

津
田
東
自
治
会
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立
岡
　修
次

広
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委
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会
委
員
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武
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部
会
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境
部
会
委
員 

野
谷
　敏
行

環
境
部
会
委
員 

鈴
木
　一  

美

文
化
部
会
委
員 

滝
口
　
　崧

体
育
部
会
委
員 

海
老
沢
　寛

体
育
部
会
会
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体
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会
理
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吉
成
　一  

郎

青
少
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部
会
委
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阿
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現
在
、各
自
治
会
の
諸
活
動
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、実
践
部
に
お
い
て

も
様
々
な
事
業
が
本
格
的
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、多
く
の
会
員
の
ご
参

加
に
よ
り
絆
づ
く
り
が
図
ら
れ
て
お

り
ま
す
。会
の
活
動
は
、31
年
の
歴

史
を
有
し
て
お
り
、多
く
の
先
人
の

た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
に
支
え
ら
れ
て
の

結
果
で
す
。

　

ま
た
、「
二
中
学
区
の
子
ど
も
を

地
域
で
支
え
る
会
」の
活
動
に
も
注

目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。子
ど
も
を
守
る
こ
と
は
次
代
を

担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
な

り
、“
繋
ぐ
＂と
い
う
観
点
か
ら
も

大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

補助金

¥3,134,000
コミ育成補助(運営・事業費・スポーツ大会補助)

会費
¥1,800,000

¥300×6,000戸

繰越金
¥74,907

その他
¥231,000
寄付金・雑収入

繰入金

【収入】

負担金

【支出】

助成費
¥1,895,000

実践部・地域部活
動助成費・地域環
境維持管理費・
二中学区の子どもを
地域で支える会
　助成費 他

事業費

広報事業費・コミュニティ
まつり費・運動会費 他

¥2,250,000

事務費
¥846,000

需用費・組織運営費物品
購入費・印刷費 他

会議費
¥110,000

総会・役員会理事会費 他
¥65,000

コ ミ連絡協
議会負担金

その他
¥73,907

諸費・積立金
予備費

合計¥5,239,907

合計¥5,239,907

平成29年度予算

第83号	 （１） 平成29年７月25日



高齢者レクリェーション大会文化部会員集合写真
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兼
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職
員

　紹
介

平塚市役所での研修

大神地区視察

フラワーロード
（津田運動ひろば）

　

平
成
29
年
度
の
部
会
活
動
は
、バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
皮
切
り
に
、高

齢
者
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
な
ど
、

８
競
技
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。少

子
高
齢
化
な
ど
で
参
加
者
減
少
の

な
か
事
業
内
容
を
検
討
し
つ
つ
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。一
方
、
昨
年

度
の
秋
季
大
運
動
会
は
２
年
連
続

の
雨
天
中
止
と
な
り
残
念
な
結
果

と
な
り
ま

し
た
。
天

候
不
安
定

の
な
か
屋

外
の
行
事

が
難
し
い

状
況
で
す

が
健
康
寿

命
の
強
化

を
推
進
い

た
し
ま
す
。

　

立
岡
会
長
の
後
任
と
し
て
会
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
関
で
す
。

　

自
治
会
活
動
は
会
長
な
ど
の
役
員

で
は
な
く
、班
長
・
組
長
を
含
む
自
治

会
員
の
皆
様
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
初
め
て
機
能
し
ま
す
。避

難
訓
練
を
例
に
取
り
ま
す
と
、市
や
自
治
会
が
行
う
避
難
訓
練
に
参

加
・
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
災
害
時
の
避
難
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
動
に

移
せ
ま
す
。自
治
会
活
動
も
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
23
日（
火
）二
中
学
区
市

民
会
議
で
、神
奈
川
県
平
塚
市
の

「
町
内
福
祉
村
」を
視
察
し
ま
し

た
。

　

こ
の
福
祉
村
は
、地
域
で
話
し

合
い
、自
分
た
ち
の
地
域
の
状
況

に
合
っ
た
地
域
福
祉
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。従
来
の
行
政
主
導

で
は
な
く
、住
民
自
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。市
は
、

拠
点
整
備
、活
動
費
援
助
、情
報

提
供
な
ど
の
住
民
が
活
動
し
や

す
い
環
境
整
備
を
行
い
、実
践
活

動
は
住
民
自
身
が
共
に
支
え
合

え
る
仕
組
み
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、身
近
な
生
活
支
援
と

ふ
れ
あ
い
交
流
サ
ロ
ン
を
柱
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
歩

い
て
サ
ロ

ン
に
行
け

な
い
方
に

は
、
自
治

会
館
な
ど

に
出
向
き

サ
ロ
ン
を

行
っ
て
い

ま
す
。
各

福
祉
村
に

は
、
コ
ー

　

体
験
学
習『
あ
き
缶
で
ご
飯
を
炊

こ
う
』を
５
月
14
日（
日
）堀
口
小
学

校
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
94
名
が
７
班
に
分
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
大
人
が
見
守
る
な

か
、米
と
ぎ
、野
菜
切
り
な
ど
真
剣

に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

薪
の
火

を
使
っ
て
、

あ
き
缶
で

ご
飯
を
炊

い
て
カ
レ

ー
を
つ
く

っ
た
後
は
、

広
い
校
庭

で
お
い
し

い
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を

食
べ
、
あ

と
片
付
け

も
協
力
し

て
、
体
験

を
通
し
て

楽
し
い
時

間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

文
化
部
会
は
５
月
24
日（
水
）に

文
化
部
会
総
会
を
開
催
し
総
勢
23

名
で
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
コ
ミ
ま
つ
り
・
ふ
く
わ

の
集
い
に
地
域
の
皆
様
に
喜
ば
れ
る

よ
う
工
夫

し
て
い
き

た
い
と
考

え
て
お
り

ま
す
。

　

部
会
単

独
の
事
業

も
開
催
し

て
い
き
ま

す
の
で
よ

ろ
し
く
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
内
容
紹
介体育

部
会

体
験
学
習
Ⅰ

青
少
年
部
会

文
化
部
会
29
年
度
活
動
開
始

文
化
部
会

通
学
路
の
安
全
看
板
作
成

安
全
福
祉
部
会

　

通
学
路
の
安
全
を
願
い
、歩
行
者

や
車
へ
の
注
意
喚
起
を
促
す
看
板

を
作
成
し
設
置
い
た
し
ま
し
た
。看

板
全
体
が
蛍
光
色
の
反
射
板
に
な
っ

て
お
り
、昼
夜
に
関
わ
ら
ず
目
に
留

ま
り
や
す
い
形
状
で
す
。27
年
度
の

設
置
に
好
評
を
い
た
だ
き
28
年
度

も
継
承
し
作
成
と
な
り
ま
し
た
。安

全
な
通
学
を
願
い
、注
意
を
呼
び
掛

け
ら
れ
た
ら
と
考
え
ま
す
。設
置
に

あ
た
り
、自
治
会
の
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

当
部
会
は
22
名
の
委
員
か
ら
成

り
、環
境
改
善
と
美
化
を
テ
ー
マ
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
①
清
掃
活
動
は
那

珂
川
や
早
戸
川
を
、②
緑
と
花
の
愛

護
は
津
田
運
動
ひ
ろ
ば
道
路
沿
い

の
花
を
植
栽
、③
環
境
・
ゴ
ミ
関
係

は
オ
レ
ン
ジ
色
の
帽
子
で
巡
回
し
、

不
法
投
棄
防
止
な
ど
に
よ
る
ゴ
ミ

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
ド
は
秋
に
植
え
た
花
が
見
事

に
咲
き
、通
勤
通
学
の
人
た
ち
を
和

ま
せ
て
い
ま
す
。

今
見
ご
ろ
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

環
境
部
会

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置
き
、
相
談
、

援
助
依
頼
、
市
や
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
で
担
当
者
か
ら
福
祉

村
設
置
の
経
緯
な
ど
の
説
明
を

受
け
、実
際
に
活
動
し
て
い
る
大

神
地
区
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
設
置
さ
れ
た
、こ

の
地
区
で
は
、５
、４
０
０
人
が

生
活
し
25.4
％
の
高
齢
化
率
で
す
。

　

他
の
福
祉
村
と
共
通
す
る
活

動
以
外
に
、地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
農
産
物
の
生
産
や
小
学
生

の
体
験
学
習
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、二
中
学
区
市
民
会
議
に

お
い
て
も
、高
齢
化
が
進
む
中
で

の
地
域
福
祉
を
取
り
上
げ
、話
し

合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。住
民

が
共
に
支
え
合
え
る
仕
組
み
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

津
田
東
自
治
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

津田東自治会

会長 関　正俊
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地図と測量の科学館にて

常陸那珂火力発電所見学公共施設視察研修会

研修会光景

太鼓演奏

勝田本町第二公園

桜川に沿って　　
　　千波湖へ歩く

立哨防犯会議の様子

ふれあい交流会・地域懇親会

ふれあいサロンの状況

班長・組長勉強会の様子

勝田本町第一公園

有意義な懇談会

楽
し
ん
だ

「
公
共
施
設
見
学
研
修
会
」

津
田
第
一
自
治
会

公
共
施
設
視
察
研
修
会

津
田
第
三
自
治
会

ホ
タ
ル
の
里
あ
や
め
苑
ま
つ
り

堀
口
自
治
会

勝
田
本
町
公
園
除
草
作
業
実
施

勝
田
本
町
自
治
会

地
域
ふ
れ
あ
い
交
流
会枝川

自
治
会

第
32
回 

武
田
歩
く
会武

田
自
治
会

『
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

利
用
者
啓
発
会
議

市
毛
北
自
治
会

公
共
施
設
視
察
研
修
会

津
田
西
山
自
治
会

立
哨
防
犯
会
議

市
毛
南
自
治
会

班
長
・
組
長
の
勉
強
会
開
催

津
田
第
二
自
治
会

地
域
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
ト
ピ
ッ
ク
ス

ふ
れ
あ
い
館
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
館
だ
よ
り

二
中
地
区

　市
政
懇
談
会
の
開
催

　

5
月
19
日（
金
）つ
く
ば
市
の
国

土
地
理
院
内
に
あ
る
「
地
図
と
測

量
の
科
学
館
」と
取
手
市
の
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
取
手
工
場
の
見
学
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
地
図
と
測
量
の
科
学
館
」で
は
、

画
面
に
タ
ッ
チ
す
る
と
50
年
前
の
地

図
と
現
在
の
航
空
写
真
が
写
さ
れ
、

時
間
の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。そ
の

後
、キ
リ
ン
ビ
ー
ル
取
手
工
場
に
移

動
し
工
場

見
学
後
、

出
来
た
て

の
お
い
し

い
ビ
ー
ル

を
試
飲
。

参
加
さ
れ

た
方
に
は

有
意
義
で

楽
し
ん
だ

時
間
を
過

ご
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

5
月
21
日（
日
）転
作
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、自
治
会
役
員
と
地
域
内

の
新
任
組
長
・
各
団
体
長
な
ど
50
名

の
参
加
に
よ
り「
地
域
ふ
れ
あ
い
交

流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ユ
ニ
カ
ー
ル
競
技
を
実

施
。
皆
さ
ん
真
剣
に
的
を
狙
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
。ま
た
会
話
も
弾
み
楽

し
く
ゲ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
に
合
わ
せ
表
彰
式
と
懇
親

会
を
実
施
。

顔
合
わ
せ・

親
睦
は
、

今
後
の
活

動
に
向
け

て
絆
も
強

ま
り
有
意

義
な
交
流

会
で
し
た
。

　

6
月
10
日（
土
）7
時
か
ら
勝
田

本
町
第
一・
第
二
公
園
に
お
い
て
、町

内
会
全
員
を
対
象
と
し
た
公
園
除

草
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

真
夏
を
思

わ
せ
る
暑
さ

の
中
、
お
年

寄
り
か
ら
幼

児
ま
で
約
２

０
０
名
が
参

加
し
、
遊
び

場
・
憩
い
の

場
な
ど
の
除

草
と
、
植
栽

の
伐
採
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
時
間
半

後
に
は
、
利

用
者
が
安
心
・

安
全
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
公
園
に

大
変
身
し
ま
し
た
。

　

常
陸
那
珂
港
・
常
陸
那
珂
火
力
発

電
所
の
視
察
を
5
月
24
日（
水
）30

名
の
参
加
で
実
施
し
た
。常
陸
那
珂

港
で
は
、船
上
か
ら
の
港
区
見
学
と

展
望
ハ
ウ
ス
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

北
関
東
物

流
拠
点
・

エ
ネ
ル
ギ

ー
基
地
を

担
う
重
要

港
湾
と
し

て
整
備
が

進
め
ら
れ

て
い
ま
し

た
。

　

環
境
・

安
全
に
万

全
を
尽
く
さ
れ
た
出
力
２
０
０
万
kw

の
常
陸
那
珂
火
力
発
電
所（
石
炭
）

も
見
学
し
ま
し
た
。

　

実
に
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

　

６
月
11
日（
日
）市
毛
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
者
、
協
力
者
を
対
象
に
し
て
、

ひ
と
り
暮

し
高
齢
者

が
、
安
全

で
安
心
し

て
暮
ら
せ

る
よ
う
、

研
修
会
を

実
施
し
ま

し
た
。

　

民
生
委

員
を
含
め
、

63
名
が
出

席
し
、社
協
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

及
び
、市
毛
交
番
所
よ
り
講
師
を
招

き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
意
義
、
悪
徳

商
法
や
地
域
犯
罪
の
自
己
防
衛
等

に
つ
い
て
聴
講
し
ま
し
た
。

　

６
月
4
日（
日
）第
25
回「
ホ
タ
ル

の
里
あ
や
め
苑
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。会
場
に
は
早
く
か
ら
数

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、お
じ

い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
チ
ー
ム
か
ら

お
子
さ
ん
チ
ー
ム
ま
で
の「
ふ
る
さ

と
太
鼓
」の
熱
演
に
あ
た
た
か
い
拍

手
が
お
く

ら
れ
大
い

に
盛
り
上

が
り
、
ま

た
模
擬
店

野
菜
の
販

売
な
ど
も

あ
り
、
一

日
楽
し
く

過
す
こ
と

が
出
来
ま

し
た
。

　

5
月
25
日（
木
）30
名
が
参
加
の

も
と
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
J
Ａ
Ｘ
Ａ

と
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
茨
城
工
場
の
施
設

視
察
研
修

会
が
実
施

さ
れ
ま
し

た
。

　

J
Ａ
Ｘ

Ａ
で
は
、

歴
代
の
ロ

ケ
ッ
ト
と

人
工
衛
星

を
見
学
し
、

通
信
・
測

　

６
月
３
日（
土
）立
哨
協
力
者
・

防
犯
連
絡
員
・
青
パ
ト
従
事
者
な

ど
の
参
加
の
も
と
、立
哨
防
犯
会
議

を
市
毛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し

た
。

　

防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
の
目
的・

犯
罪
抑
止

効
果
等
の

説
明
に
続

き
、
意
見

交
換
を
実

施
し
ま
し

　

6
月
4
日（
日
）広
く
澄
み
渡
っ

た
青
空
の
下
、会
員
41
名
で
那
珂
川

か
ら
桜
川
に
沿
っ
て
千
波
湖
ま
で
を

歩
き
ま
し
た
。

　

開
放
感
の
あ
ふ
れ
る
川
沿
い
、湖

畔
の
さ
わ
や
か
な
風
、そ
し
て
広
く
青

い
芝
生
。ど
う
し
て
茨
城
県
の
魅
力

度
が
全
国
最
下
位
な
ん
だ
ろ
う
‥
‥

と
思
い
つ
つ
い
た
だ
く
お
い
し
い
お

弁
当
で
大
満
足
。

　

会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
32

回
目
の
武
田
歩
く
会
の
一
日
で
し
た
。

な
ど
徴
収
と
納
入
方
法
⑤
自
治
会

へ
の
入
会
・
退
会
の
手
続
き
方
法
な

ど
を
確
認
し
、新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、日
頃
感
じ
て
い

る
事
や
疑
問
点
、改
善
点
な
ど
の
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
、有
意
義
な
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

位
分
野
等
で
日
常
生
活
に
役
立
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ビ
ー
ル
工
場
で
は
、麦
芽
作
り
か

ら
缶
・
瓶
詰
め
ま
で
の
一
連
の
工
程

を
見
学
し
、環
境
問
題
に
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し

た
。

　

4
月
16
日（
日
）新
班
長
・
組
長

37
名
が
参
加
し
、顔
合
わ
せ
と
役
割

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
勉

強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。自
己
紹
介

の
後
「
業

務
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に

よ
る
①
資

料
の
配
付

及
び
回
覧

方
法
②
防

犯
灯
の
管

理
方
法
③

ご
み
の
分

別
と
出
し

方
④
会
費

ワ
イ
ワ
イ
ふ
れ
あ
い
館

　

ワ
イ
ワ
イ
ふ
れ
あ
い
館
で
は
5
月

30
日（
火
）に
平
成
29
年
度
理
事
会

（
総
会
相
当
）を
開
催
し
事
業
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
柱
と
し
て

各
種
利
用

団
体
（
約

15
団
体
）

に
加
え
、

館
庭
除
草

や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の

支
援
を
い

た
だ
く
2

団
体
が
活

動
を
し
て

い
ま
す
。又
個
人
の
皆
様
方
の
生
き

が
い
づ
く
り
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

６
月
25
日
（
日
）
市
毛
コ
ミ
セ

ン
に
て
市
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
間
市
長
ほ
か
担
当
部

長
、当
地
区
か
ら
は
、兼
山
会
長
ほ

か
、各
自
治
会
関
係
者
が
出
席
し
て

の
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。内
容
は
、

主
要
施
策
と
事
業
概
要
の
説
明
、課

題
提
起
に
対
す
る
回
答
、最
後
に
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
の

ま
と
め
と

し
て
、
市

長
よ
り
各

地
域
の
整

備
事
業
な

ど
の
費
用

対
効
果
を

基
に
柔
軟

な
対
応
を

せ
ざ
る
を

得
な
い
と

の
お
話
で
懇
談
会
が
閉
会
さ
れ
ま

し
た
。
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高木切り出し支援作業防犯連絡員「委嘱状」交付式

記

編
集
後
記

編
集
後

地域内の不法投棄物を回収  【枝川】

資源回収  【堀口】

僕も頑張ってきれいにしたよ！  【武田】

街路のゴミひろい  【勝田本町】

力を合わせてきれいなまちに  【津田第三】

ちびっ子広場除草作業  【津田西山】

早朝より再資源廃棄物収集場の整理  【津田第一】

皆で環境美化活動  【津田第二】

資源回収、分別風景  【市毛北】

広場の除草作業  【市毛南】

我が自治会の
環境への取り組み
我が自治会の
環境への取り組み

　

今
年
度「
ふ
く
わ
」の
編
集

を
担
当
す
る
広
報
委
員
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
二
瓶
　
　
一
彦
（
津
田
第
一
）

　
佐
藤
　
　
宗
一
（
津
田
第
一
）

　
伊
藤
　
　
彰
教
（
津
田
第
二
）

　
鈴
木
　
　
一
美
（
津
田
第
二
）

◎
武
田
　
　
光
保
（
津
田
第
三
）

　
槍
崎
　
　
芳
光
（
津
田
第
三
）

　
宇
留
野
騎
一
郎
（
津
田
第
三
）

　
板
垣
　
　
　
敬
（
津
田
西
山
）

　
永
山
　
　
哲
也
（
津
田
西
山
）

☆
梁
田
　
　
郁
子
（
市
毛
北
）

　
渡
辺
　
ゆ
う
子
（
市
毛
北
）

◇
小
舩
　
　
　
健
（
市
毛
南
）

　
小
暮
　
　
　
誠
（
市
毛
南
）

○
荻
野
　
　
正
則
（
枝
　
　
川
）

　
小
澤
　
　
憲
正
（
枝
　
　
川
）

　
井
上
　
　
公
彦
（
堀
　
　
口
）

　
稲
見
　
　
和
知
（
堀
　
　
口
）

　
河
野
　
　
行
弘
（
武
　
　
田
）

　
今
井
　
　
栄
治
（
武
　
　
田
）

　
工
藤
　
　
　
満
（
勝
田
本
町
）

　
坂
本
　
　
道
義
（
勝
田
本
町
）

　
佐
藤
　
　
　
大

　 

（
本
会
副
会
長
・
広
報
担
当
）

　
◎
委
員
長
兼
編
集
長

　
○
副
委
員
長  

◇
書
記  

☆
会
計

　

5
月
26
日（
金
）市
毛
コ
ミ
セ

ン
に
て
二
中
地
区
防
犯
連
絡
員

協
議
会
・
自
警
団
班
長
会
議
を

開
催
。今
年
度
は
、各
地
区
で
協

力
を
頂
く
防
犯
連
絡
員
の
皆
様

に
対
し「
委
嘱
状
」の
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
。新
任
者
26
名
を
含

む
２
２
２
名
が
、市
防
犯
協
会
長

か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、防
犯
連
絡

員
と
し
て
活
動
に
入
り
ま
す
。

　

会
議
に

お
い
て
は
、

警
察
署
の

住
谷
課
長

よ
り
市
内

の
犯
罪
発

生
状
況
や

「
ニ
セ
電

話
詐
欺
多

発
警
報
」

が
発
令
さ

れ
て
い
る

と
の
お
話

を
伺
い
、

改
め
て
被
害
に
あ
わ
ぬ
よ
う
注

意
す
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

日
頃
の「
地
域
の
目
」が
地
域
犯

罪
防
止
に
な
る
こ
と
か
ら
、よ
り

一
層
積
極
的
な
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

◆
堀
口
夏
ま
つ
り

期
日　

7
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
　

30
日（
日
）

場
所　

堀
口
会
館
前
広
場

◆
武
田
夏
ま
つ
り

期
日　

8
月
5
日（
土
）

場
所　

武
田
仲
坪
公
園

◆
勝
田
本
町
夏
ま
つ
り

期
日　

8
月
5
日（
土
）

場
所　

勝
田
本
町
第
二
公
園

◆
津
田
夏
ま
つ
り

期
日　

8
月
6
日（
日
）

場
所　

津
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
枝
川
子
ど
も
夏
ま
つ
り

期
日　

8
月
20
日（
日
）

場
所　

枝
川
地
域
内

◆
枝
川
三
世
代
ふ
れ
あ
い
交
流
会

期
日　

10
月
21
日（
土
）

場
所　

枝
川
小
学
校
校
庭

◆
津
田
東
三
世
代
交
流
会

期
日　

10
月
15
日（
日
）

場
所　

津
田
第
三
公
園

◆
敬
老
会

津
田
第
三　

9
月
9
日（
土
）

武　

田　
　

9
月
9
日（
土
）

津
田
東　
　

9
月
10
日（
日
）

枝　

川　
　

9
月
10
日（
日
）

堀　

口　
　

9
月
10
日（
日
）

津
田
第
一　

9
月
16
日（
土
）

市
毛
南　
　

9
月
16
日（
土
）

津
田
西
山　

9
月
17
日（
日
）

勝
田
本
町　

9
月
17
日（
日
）

津
田
第
二　

9
月
18
日（
月
）

市
毛
北　
　

9
月
18
日（
月
）

◆
第
23
回
二
中
地
区
秋
季
大
運
動
会

期
日　

10
月
8
日（
日
）

場
所　

勝
田
二
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
第
32
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

期
日　

11
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
　

12
日（
日
）

場
所　

市
毛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

当
自
治
会
で
は
、環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
を
設

け
て
、毎
週
1
回
半
日
ペ
ー
ス
で
活
動
し
て
い
ま

す
。こ
の
部
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、借
地
に
自
前
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
た
こ
と
、地
域

通
学
路
・
一
般
道
・
空
き
家
周
辺
な
ど
の
、通
行
の

妨
げ
に
な
る
立
木
枝
払
い
・
植
栽
手
入
れ
を
し
、

さ
ら
に
地
域
内
の
立
木
伐
採
の
要
請
に
も
対
応

し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
運
動
会
・
夏
ま
つ
り
の
準
備
な
ど
、自
治
会
事

業
に
積
極
的
に
人
的
協
力
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
二
中
学
区
地
域
の
輪
を
つ
く
る
会
の

総
会
も
終
了
し
、5
月
に
入
っ
た
途
端

に
も
う
真
夏
日
、各
地
は
猛
暑
日
が
続

き
、こ
の
83
号
が
皆
様
の
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
ど
う
な
る
の
か
と
心
配
し
な

が
ら
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
も
4
割
強
の
方
が
入

れ
替
わ
り
ま
し
た
が
、暑
さ
に
も
負
け

ず
が
ん
ば
っ
て
編
集
に
励
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
愛
読
さ
れ
る「
ふ

く
わ
」作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（４）	 第83号平成29年７月25日


